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NISMOレース
最終用途の
ステアリングを
Origin Oneで
造形 

ストラタシスOrigin Oneの柔軟な
生産能力で日産自動車のスーパー GT
レーシングチームの最終部品を生産
しています。

日産のモータースポーツチームであるNISMOは、40
年近い歴史を持ちレースで成功を収めてきました。同
チームは、日本で最も人気のあるレースシリーズであ
るスーパーGTに参戦しています。
スーパーGTは、タイトなコースと高性能な 4気筒エ
ンジンへの挑戦を評価し、何百万人もの視聴者を集め
ています。創設当初から革新的な技術を導入し、最
新の車種にはさまざまな製造方法と先進的な材料が採
用されています。秒単位で素早く動くビジネスにおい
て、Origin Oneの 3Dプリンタの柔軟な生産能力は、
最も重要な時にNISMOチームのニーズにマッチして
いました。新型 GT500の車両は大幅に再設計され、
NISMOチームは何一つチャンスを逃しませんでした。
Origin Oneで造形された最終用途の部品は、NISMO
がレースで使用する 1台の車から 4台の車へと、その
用途を広げました。

1994年以来、11回のドライバーズチャンピオンを獲
得してきたNISMOチームは、速さについて熟知して
おり、1秒 1秒の積み重ねが優位性を発揮することを
知っています。それは、サーキットでも、エンジニア
リングチームでも同じです。すでに多くの 3Dプリンタ
の造形技術を導入しているNISMOチームは、最近、
ストラタシスOrigin Oneプラットフォームで、実際に
「手で使う」造形物を求めてきました。

Origin Oneのおかげで
開発スピードが上がり、
設計の自由度が広がり
ました。
この技術は、私たちの
プロセスにおいて大きな
アドバンテージを与えて
くれました。”

柴山 泰亮 氏
NMC NISMO 車両開発部 ゼネラルマネージャー

© NMC NISMO
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NISMOは、ここ数年、新型 GT500スーパー GT
カーの開発を黙々と続けてきました。性能向上、
軽量化、革新的な技術の採用など、全面的な見直
しを行い、新型車を完成させました。しかし、その
レースカーで重要な部品であるヨーク ステアリング 
ホイールの部品に、エンジニアは行き詰っていまし
た。この部品は、厳しい基準を満たし、精密なフィー
リングを持つ必要があるからです。

NISMOのエンジニアは、現在のヨークのデザイン
で、ドライビングハンドルとヨーク操作パネルのボ
タンをカバーするガスケットという2つの課題に直
面していました。一般的なハンドル部品は、ドライ
バーから「乗り心地が悪い」、「長時間使用するの
に適した 『感触 』ではない」という声が上がって
いたのです。ヨークハンドルは従来、CNCフライ
ス加工された後、レザーで覆われていました。ドラ

NISMOの指先から 
生まれるイノベーション

イバーは、ハンドルにもっと「ゴムのような」感触
を求め、300～ 450kmの耐久レースの間、ずっと
快適に使えるようなものを望んでいました。

NISMOのエンジニアは、レースで繰り返し使用さ
れることで多くのボタンが摩耗していることに気づ
きました。しかし、従来の圧縮成形やゴム射出成形
の金型を使ってこの小さな部品を少量生産した場
合、コストが高くついてしまいます。

レースチームは、従来のものづくりの枠を超えた取り組みを行っています。

© NMC NISMO
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NISMOチームが開発プロセスで行っていることの
中核はイノベーションであり、3Dプリンタへの投
資はそのことを物語っています。このソリューショ
ンを実現するために、NISMOのエンジニアはいく
つかの 3Dプリンタや素材の選択肢を検討しました
が、結果はさまざまなものになりました。ヨークハ
ンドルには、耐久性はもちろんのこと、ドライバー
が好む適度な硬さと「ゴムのような感触」を実現
するソリューションが必要でした。ボタンのガスケッ
トには、弾力性があり、繰り返し使用される過酷な
状況に耐えることが必要でした。

ストラタシス・ジャパンのアプリケーションチームは、
機能性材料の種類が豊富なOrigin Oneのプラット
フォームを推奨しました。Origin Oneで造形され

柔軟な生産を 
軌道に乗せる 
Origin One 

た部品の精度を見たNISMOチームは、GT500レー
スカーの最終製品向けに 3Dプリンタによる造形が
可能になったことを実感しました。

ハンドルとガスケットは、Henkel Loctite® IND 402
という引き裂き強度と耐久性に優れたエラストマー・
ゴム状の材料で製作されました。IND 402はヨーク
に高い反発力と衝撃緩衝性を与え、ドライバーが最
も重要な部分をより正確にコントロールできるように
しました。1つの材料で 2つの問題を解決すること
で、チームは他の設計やテストに集中することができ、
重要な時間を節約することができました。NISMOは、
新型 GT500をテストするドライバーに快適性と耐久
性を提供することができました。

 
Origin Oneと共同開発した 
エラストマー素材は、私たちの
チームにとって大きなメリット
となりました。持ち手の快適さ
とIND402の耐久性は、私たち
のニーズにぴったりで、新しい
技術の進化を実感しました。”

柴山 泰亮 氏
NMC NISMO 車両開発部 ゼネラルマネージャー

Origin One: トップクラスのレーシングチームのために、最高級の素材を
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NISMOが最終用途の部品のための迅速なソリュー
ションを必要としていたとき、Origin Oneはスピー
ド、材料の選択、パーツの品質においてマッチして
いました。わずか 15時間の製造時間で、NISMO
チームは 3Dプリンタによる造形物をドライバーの
手に渡し、即座にフィードバックを得ることができま
した。従来であれば、数ヶ月に及ぶイテレーション
プロセスを、Origin Oneは、わずか数日にまで短
縮してくれました。この部品の性能により、NISMO

チームは 3Dプリンタ造形を他の部分にも取り入れ
ることを思いついたそうです。競争の激しいレース
の世界では、ドライバーの技量と、限界を超えるク
ルマを作るエンジニアリングチームの能力が成功に
結びつきます。NISMOのエンジニアリングチーム
は、ストラタシスOrigin Oneの機能を活用し、可
能性の限界に挑戦し、今後何年にもわたってチーム
を成功へと導く3Dプリンタ部品を作り上げました。

3Dプリンタで造形された部品で、レースの未来を切り拓く
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